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研究成果の概要（和文）：幼児の運動能力の二極化を次の視点で確認した。１）正規分布からの乖離性、２）尖度とパ
フォーマンス特性の関連、３）ヒストグラムの変化、４）運動能力の偏り。1411名の幼児の測定を実施し、多変量解析
を用いて分析した。その結果、１）体格・筋力は正規分布だが、移動運動は優偏、操作・安定運動は劣偏の乖離が示さ
れた。２）尖度から格差は確認できない。しかし、6歳女児に格差傾向を示すパフォーマンスが存在した。３）ヒスト
グラムの形状は加齢に伴い正規化した。４）運動能力の偏りは一部の幼児（14.1%）に出現し、走力・リズムに優れ、
操作運動・跳技能に劣るものとその反対のパターンであった。

研究成果の概要（英文）：The aim of the present study is to investigate the bipolarization of motor 
ability (MA) in preschoolers from the following viewpoints: i) aberrations from normal distribution, ii) 
the relationship between kurtosis and the characteristics of performance, iii) changes affecting the MA 
histogram, and iv) bias affecting MA. The participants were 1,411 preschoolers and data measuring MA was 
derived from multivariate analysis methods. The results show that, i) physique and muscle strength showed 
normal distribution, however locomotion was inclined toward good and manipulation and stability were 
inclined toward poor. ii) MA bipolarization was not revealed in kurtosis, but performance in girls aged 6 
years showed a slight dent in distribution. iii) The MA histogram normalized with aging. iv) Bias 
affecting MA appeared in some of the children (14.1%) and two patterns relating to bias in MA were 
observed as good running and rhythm with poor jumping and manipulation, and vice versa.

研究分野：健康・スポーツ科学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
子どもの身体活動量や体力・運動能力が二
極化傾向にあることが指摘されてから、運動
経験や体力の格差は、体力低下とともに、重
大な健康問題として取り上げられている。た
とえば、中学 2、3 年生の女子および高校生
の男女において、運動実施頻度が著しく多い
者とそうでない者に偏る傾向にあること（加
賀ほか，2004）、10―20 歳の運動実施頻度が
高い群と低い群で、「走り幅跳び」の記録に
顕著な格差が表れていること（豊島，2006）、
小学生から高校生において、体力水準が高い
群と低い群では、「シャトルラン」「ボール投
げ」の能力差が大きく、運動実施状況でも両
群間に極めて大きな違いがあること（平川・
高野，2008）などが報告されている。 
 同様の傾向は、幼児においても認められる。
たとえば、田中（2009）は、運動能力の違い
によって降園後の身体活動の量・強度・質に
大きな差があることを報告している。また、
春日（2009）は、総合的な体力は、年少児の
差が年長児まで残ると述べている。これらの
報告は、子どもの発育発達を考える上で、身
体活動量や体力・運動能力の二極化問題につ
いて年齢的に早い段階から検討する必要が
あることを示唆している。ただし、田中
（2009）や春日（2009）が扱う幼児の運動能
力は、いくつかのテスト項目やその総合得点
について検討されたもので、体力要素や運動
技能について体系的に検討したものではな
い。類似する体力要素や運動技能であれば、
分布のパターンにも類似性があることは容
易に類推される。つまり、類似性の高い体力
要素や運動技能は、その類似性を考慮した観
点から、知見がまとめられるべきである。 
 ところで、体力・運動能力の二極化に関す
る先の報告（平川・高野，2008；加賀ほか，
2004；春日，2009；田中，2009；豊島，2006）
は、いずれも運動の頻度や能力が両極にある
2 群間の差について検討したものであり、二
極化傾向そのものを捉え、明らかにしてはい
ない。また、Nishijima， et al．（2003a，
2003b）は、分布の形状を示して、17 歳男女
の長距離走に格差があると述べている。しか
しながら、この手法は、平均値と標準偏差を
用いて描かれた正規分布曲線に基づくもの
であり、具体的には、標準偏差が拡大してい
ることの指摘にとどまっている。大島（1975）
は、ある条件による分布の乱れの例として、
血圧正常者群と高血圧傾向群の曲線を二峰
性分布と表現している。運動能力が二極化す
るならば、その分布曲線は、能力の上位群と
下位群による二峰性分布になることが予想
される。しかしながら、二極化傾向を分布の
問題として明らかにした報告は見当たらな
い。よって、幼児の運動能力における二極化
問題を検討するためには、この現象について
統計学的に定義する試みが求められる。 
さて、これまで述べたような二極化問題は、
身体活動量が多く、体力・運動能力にも優れ

た子どもがいる反面、極端にそれらが不足し、
能力に劣る子どもも存在するという、いわば
「格差」の問題として認識されている。しか
しながら、中村（2010）は身体活動量が確保
されている子どもであっても、複数の運動遊
びやスポーツへの取り組みが少なく、活動が
単一の内容にとどまる子どもと様々な活動
に取り組んでいる子どもが存在することを
指摘し、このような状況を「もう一つの二局
化」と表現している。つまり、子どもの身体
活動においては「格差」としての二極化だけ
でなく、「偏り」という二局化の問題も存在
する。そして、子どもの身体活動の二極化が
体力・運動能力の「格差」と関連するように、
身体活動に関する「もう一つの二局化」もま
た、運動能力の発達の「偏り」に関連してい
ることが予想される。よって、幼児の体力・
運動能力の二極化問題においては「格差」と
「偏り」の両面について検討する必要がある
と思われる。 
 
２．研究の目的 
そこで本研究では、幼児期における子ども
の体力・運動能力の「格差」および「偏り」
の統計学的定義の試みとその内容を確認す
ることを目的とする。個別の研究目的は以下
のとおりである。 
 
(1)体格および運動能力テストの測定値の分
布について、尖度と歪度に基づく正規分布か
らの乖離パターンを類型化し、属性および運
動技能・体力要素との関連を検討する。 
 
(2)分布の尖度に基づいて運動パフォーマン
スの格差の特性について検討する。 
 
(3)体格および運動パフォーマンスの分布形
状をヒストグラムに基づいて検討し、その性
差、季節変化、経年齢的変化について検討す
る。 
 
(4)運動能力の発達の偏りの実態と生活環境
要因との関連について検討する。 
 
３．研究の方法 
 運動能力の測定対象となった幼児は、S 県
内の S幼稚園に在籍する園児である。測定期
間は、春期（5―6 月）と秋期（11―12 月）
の年間 2 回実施し、これを 2 年間継続した。
よって、全研究期間内に合計 4回の測定を行
った。 
 測定を実施した園児の総標本数は、延べ
1,423 名（男児 708 名、女児 715 名）である
が、ここには4年保育の幼児が含まれており、
年少児以上の標本数は、男児 699 名、女児 712
名で合計1,411名であった。測定に先立って、
幼稚園および幼児の保護者に対する協力へ
の同意手続きを行った。 
 測定項目は、体格 2項目（身長・体重）と
幼児の信頼性・妥当性が検討され、Gallahue 



の基礎的運動スキルモデル（移動運動・操作
運動・安定運動）に基づいて設定された運動
能力テスト 23 項目であった。 
 
(1) 研究対象となった幼児のうち、体格およ
び運動能力テスト 21 項目の測定を行ってい
る 1,416 名を抽出した。Grubbs-Smirnov の棄
却検定を用いて外れ値を除外し、性、年齢別
に尖度と歪度を算出した。正規性の検定の後、
正規分布からの乖離パターンの分類を行っ
た。5 つの分布パターンと属性および運動技
能・体力要素の関連についてコレスポンデン
ス分析を用いて検討した。 
 
(2)研究対象となった幼児から、尖度を検討
することが相応しいと思われる運動能力テ
スト 18 項目の測定を行っている 1,416 名を
抽出し、性・年齢ごとに尖度を算出した。18
項目の運動能力テストは、発現契機（外的・
内的）、運動スキル（走・跳・投等）、体力要
素（エネルギー系・サイバネティック系）の
観点で項目特性を分類した。尖度と属性およ
び項目特性の関連を重回帰分析を用いて検
討し、運動能力に格差が生じる可能性が高く
なる属性と項目特性の組み合わせを確認し
た。 
 
(3)体格および19項目の運動能力テストを実
施した幼児のうち、縦断的な発達が確認でき
る707名の混合縦断データについて年少春期
から年長秋期までの 6 期について性別に 10
区間のヒストグラムを作成し、5%を基準に各
区間の正規分布との凹凸を検討した。区間ご
との凹凸に基づく多重コレスポンデンス分
析により、分布の乖離パターンを読み取り、
クラスター分析によって分類された体格・運
動パフォーマンスにおける性差、季節変化、
経年齢的変化をホテリングの T2検定、マハラ
ノビスの汎距離および多変量分散分析を用
いて検討した。 
 
(4)測定を実施した中から 1,409 名の 21項目
の測定データに基づいて、運動能力の体系的
把握のために因子分析を実施した。性、学年、
季節（春期・秋期）ごとに因子スコアを標準
得点（T スコア）化し、優・中・劣の 3 つの
グループ分けを行った。その上で、運動能力
因子の中に優と劣を含み持つ幼児を「偏りあ
り」として分類した。また、アンケート調査
から幼児の生活環境要因を「人間関係」「生
活時間」「遊び空間」「活動内容」の観点でカ
テゴリー化し、偏りとの関連についてロジス
ティック回帰分析を用いて検討した。 
 
４．研究成果 
(1) 体格および運動能力の 23 項目における
性年齢別の分布の 60%以上において「劣偏集
中」「劣偏格差」「優偏集中」「優偏格差」の
ような正規分布からの乖離が認められた。図
1 に示すように、性年齢と体格・運動能力の

格差との関連は小さい。また、体格および筋
力系の運動パフォーマンスは正規分布を示
したが、スピード要素を中心とする移動運動
には少数の「落ちこぼれ」が存在し、操作運
動や持久性の安定運動には少数の「エリー
ト」が存在するような二極化傾向が確認され
た。 
 

図 1 分布パターンと性、年齢および運動能力テスト項目の構造的関連 
 
(2)尖度による定義において、運動能力の格
差は示されなかったが、最も尖度が小さく分
布がなだらかであったのは 6歳女児の「立ち
幅跳び」で図 2に示すヒストグラムで確認す
ると平均値付近の凹みが確認された。また、
格差に関連する属性は「6歳女児」、項目特性
は「跳・投技能、内的発現契機、サイバネテ
ィック系体力」であることが示された。 
 

図 2 6 歳女児の立ち幅跳びのヒストグラム 
 
(3)ヒストグラムの形状に基づく体格・運動
パフォーマンスクラスターの分布パターン
は「体格・跳技能」が正規分布、「操作運動」
が劣偏、「走技能・敏捷性」は優偏で、(1)の
研究成果と同様の結果が示された。図 3に示
すように、性差では男児に優偏・劣偏が示さ
れ、格差が大きいことが窺えた。季節変化は
春期に「量育・柔軟性」が劣偏、「走技能・
敏捷性」が優偏し、身体活動量の季節変化と
の関連が窺えた。経年齢変化では「操作運動」
の劣偏と「直線走・敏捷性」の優偏が加齢に
伴い正規化する傾向が認められ、園での集団
生活によって格差が解消すると思われた。 



図 3 クラスターの性差・季節変化・経年齢的変化 

 
(4)運動能力は、「跳移動」「走力」「リズム」
「操作」の 4 因子に集約され、14.1%の幼児
に運動能力の偏りが確認された。図 4に示す
ように、偏りの特徴として、「走力・リズム
が優で操作・跳移動が劣」群とその反対の傾
向が示された。生活環境要因では、年長きょ
うだいがいないこと、開放的な空間で遊ぶこ
と、帰宅後に運動遊びをしないことと「偏り
あり」が関連した。また、一人っ子で、運動
系の習い事をせず、子ども部屋がある幼児に、
偏りが生じる季節変化が認められた。 
 

図 4 運動能力因子レベルのカテゴリースコアの布置 
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